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1. 平成 25年度センタ一事業報告
1.1. 事業活動報告
当センターの事業活動は、文部科学省私立大学戦略的基盤形成支援事業
の認可を受けて発足した。平成 25年度の事業活動を時系列的に示せば以
下のとおりである。
平成25年度第 1回運営委員会議事録
開催日時:平成 25年5月 15日(水)11:00--12:00 
開催場所:東洋大学白山キャンパス 2号館 8階経営力創成研究センター
出席者:小椋康宏、幸田浩文、中村久人、小罵正粉、、董晶輝
委任者:柿崎洋一
[報告事項]
1. ~経営力創成研究』第 9 号の刊行について
平成 25年度の研究活動をまとめた年報『経営力創成研究』第 9号を 3
月 16日に刊行した。本号は研究論文として研究員 9本、研究支援者 2本
および事業活動報告が掲載された。本年度も引き続き刊行する予定である。
2.平成25年度の組織体制について
小椋センター長より、本年度も前年度と同様の組織体制で進めていくこ
とが報告された。
3.今後の予定
本年度も運営委員会は原則として毎月 1回、研究員会議は年に 2回程度
行う予定である。シンポジウムについては、第 13回が 5月 18日(士)、
第 14回が 7月6日 (土)、 第 15回が 12月7日 (土)を予定している。
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【審議事項1
1.平成25年度研究支援者の就業予定について
本年度の研究支援者は清水健太氏(本学経営学部非常勤講師)、村瀬慶
紀氏(本学経営学部非常勤講師)の 2名を採用する予定である。本年度の
勤務体制は、清水健太氏は月曜日、村瀬慶紀氏は水曜日を勤務日とし、勤
務時間はそれぞれ9:00"'"'17:00とする。但し、シンポジウムの準備作業等
においては柔軟に対応することが確認された。
2.平成25年度事業計画について
(1) シンポジウムの開催(5月 18日(土)、7月6日(土)、 12月7日(土))
(2) 国内企業調査
(3) 海外企業調査
(4) 研究会の実施(日本マネジメント学会との連携強化)
(5) 年報『経営力意iJ成研究j(第 10号)
報告事項で申し上げたもの以外の事業計画については、国内出張を年に
2、3回、海外出張を夏期休暇に 1回予定している。企業訪問先や参加メン
バーについては改めて検討することになった。また、個々の研究員の出張
についても本センターの研究目的に合致していれば予算を執行できるの
で、事務局までその旨連絡して戴きたい。
3.平成24年度支出報告について
平成24年度の予算支出は概ね適正に予算執行が行われ、予算の残額は0
円で全て執行した旨、小椋センター長より報告がなされ了承された。
『経営力創成研究』第 10号，2014 
平成 25年度第 1回研究員会議事録
開催日時・平成25年 5月 18日(土)12:00"-' 13:00 
開催場所:東洋大学白山キャンパス 6号館 1階第3会議室
出席者:小椋康宏、幸田浩文、中村久人、石井晴夫、柿崎洋一
小罵正稔、董晶輝、松本芳男、森川信男、加藤茂夫、
委任者:小川純生、疋田聴、増子敦仁、中内基博、富田純一、
山口裕之、中村公一、吉村孝司
[報告事項1
1. W経営力創成研究』第9号の刊行について
平成 25年度の研究活動をまとめた年報「経営力創成研究』第 9号を 3
月 16日に刊行した。本号は研究論文として研究員 9本、研究支援者 2本
および事業活動報告が掲載された。本年度も引き続き刊行する予定である。
2.平成25年度の組織体制について
小椋センター長より、本年度も前年度と同様の組織体制で進めていくこ
とが報告された。
3.今後の予定
本年度も運営委員会は原則として毎月 1回、研究員会議は年に 2回程度
行う 予定である。シンポジウムについては、第 13回が 5月 18日(土)、
第 14回が 7月6日(土)、第 15回が 12月7日(士)を予定している。
[審議事項1
1.平成25年度研究支援者の就業予定について
本年度の研究支援者は清水健太氏(本学経営学部非常勤講師)、村瀬慶
紀氏(本学経営学部非常勤講師)の 2名を採用する予定である。本年度の
勤務体制は、清水健太氏は月曜日、村瀬慶紀氏は水曜日を勤務日とし、勤
務時間はそれぞれ 9:00"-'1 7:00とする。但し、シンポジウムの準備作業等
においては柔軟に対応することが確認された。
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2.平成25年度事業計画について
(1) シンポジウムの開催(5月 18日(土)、 7月6日(土)、 12月 7日(士))
(2) 園内企業調査
(3) 海外企業調査
(4) 研究会の実施(日本マネジメント学会との連携強化)
(5) 年報『経営力創成研究j](第 10号)
報告事項で申し上げたもの以外の事業計画については、国内出張を年に
2、3回、海外出張を夏期休暇に 1回予定している。企業訪問先や参加メン
バーについては改めて検討することになった。また、個々の研究員の出張
についても本センターの研究目的に合致していれば予算を執行できるの
で、事務局までその旨連絡して戴きたい。
3.平成24年度支出報告について
平成 24年度の予算支出は概ね適正に予算執行が行われ、予算の残額は O
円で全て執行した旨、小椋センター長より報告がなされ了承された。
平成25年度第2回運営委員会議事録
開催日時:平成 25年 7月3日(水) 11:00'"'-'12:00 
開催場所:東洋大学白山キャンパス 2号館8階経営力創成研究センター
[審議事項1
1.第 15回シンポジウムについて
12月 7日(土)に開催される第 15回シンポジウム(最終回)のテーマに
ついて検討した。研究員からは本センターの研究テーマで、ある「日本発の
経営力創成」、 I~新・日本流』経営者教育・管理者教育」を研究員が中心
となって議論していくことが望ましいのではなし、かとの意見が出された。
詳細に関しては、今後改めて議論していくことで一致した。
『経営力創成研究』第 10号，2014 
2.出張計画について
夏季休暇中の国内企業および海外企業の調査に関して、検討がなされた。
その他、個々の企業調査に関しては事務局より旅費申請に関する連絡を各
研究員に対して行った。引き続き、国内企業調査(2泊 3日程度)を希望す
る研究員は、 9月末日までに各プロジェクト ・サブリーダ一、もしくは事
務局にお知らせ頂くように周知させることになった。
3.アンケートの追加調査について
昨年度に実施したアンケート調査の結果を来年 1月に発刊する図書に掲
載する案が出され、審議の結果、資料として掲載することが確認された。
資料には、調査対象と調査方法、ならびに調査に携わった研究員のコメ
ントを記すことになった。
平成 25年度第 3回運営委員会議事録
開催日時・平成 25年 12月 7日(水) 11:00'""'"'12:00 
開催場所 :東洋大学白山キャンパス 2号館8階経営力創成研究センター
出席者ソト椋康宏、河野大機、中村久人、幸田浩文、董晶輝、柿崎洋一、
小鳥正稔
[報告事項1
1.年報『経営力創成研究~ (第 10号)の刊行
年報『経営力創成研究~ (第 10号)の投稿希望者について事務局より募集
をかけることになった。原稿の最終締切日は 1月 6日(月)となり、後日、
事務局より執筆要領と年報フォーマットを送付することが確認された。
2.図書『日本企業の経営力創成と経営者・管理者教育』の刊行
本研究センターの研究成果物である図書『日本企業の経営力創成と経営
者・管理者教育』の進捗状況について、小椋センター長より説明があった。
現在、 2014年 1月 15日の発行予定で出版業者と調整を行っている最中で
あることが報告された。
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平成 25年度第2回研究員会議事録
開催日時 :平成 25年 12月 7日(土)12:00'"'13:00 
開催場所:東洋大学白山キャンパス 6号館 1階第 3会議室
出席者:小椋康宏、幸田浩文、中村久人、石井晴夫、柿崎洋一
小罵正稔、董晶輝、松本芳男、森川信男、 加藤茂夫、
委任 者小川純生、疋田聴、増子敦仁、中内基博、富田純一、
山口裕之、中村公一、吉村孝司
[報告事項1
1.年報『経営力創成研究~ (第 10号)の刊行
年報 『経営力創成研究~ (第 10号)の投稿希望者について事務局より募集
をかけることになった。原稿の最終締切日は 1月 6日(月)となり 、後日、
事務局より執筆要領と年報フォーマッ トを送付することが確認された。
2.図書『日本企業の経営力創成と経営者・管理者教育』の刊行
本研究センターの研究成果物である図書 「日本企業の経営力創成と経営
者・管理者教育』の進捗状況について、小椋センター長より説明があった。
現在、2014年 1月 15日の発行予定で出版業者と調整を行っている最中で
ある ことが報告された。
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